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●症状に応じて退院日を決定
　します

●10時前後に会計ができます
　ので、お部屋でお待ち下さい

●シャワー浴ができます●症状に応じて、タオルで身体を拭きます ●入浴ができます

●腹痛や発熱などの症状があるときは看護師にお知らせください ●食事摂取後、腹痛や発熱などの症状があるときは看護師にお知らせ下さい

●採血の結果で医師の指示の
　もと、5分粥開始となります

●全粥 ●米飯●医師の指示で絶食、水分摂取可となります
　(水分摂取もできない場合もあります)

●病棟内を歩くことができます ●院内を歩くことができます

●採血、CTなど ●採血

●医師の指示で抗生剤を点滴
　から内服へ切り替えます

●通常通り内服してください
●医師の指示で内服中止の場合もあります

治療
処置
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平成30年9月作成

入院期間については現時点で予想されるものです。

点滴

内服薬

担当看護師： 患者･家族：

検査

食事

活動

清潔

説明

●絶食となるため、点滴の針を挿入
　します

経過

大腸憩室炎で入院された 　　担当医：様へ

入院日 2日目 3日目 5日目（退院日）4日目

●絶食となるため、点滴を行います
●医師の指示で抗生剤の点滴を投与します

2．食事摂取後、症状なく経過することができる1．不安なく処置を受けることができる
3．症状なく、退院することが
　  できる

（　　　　/ 　        ） （　　　　/     　    ） （　　　　/     　    ） （　　　　/     　    ） （　　　　/     　    ）

●点滴の針を抜きます

●食事が摂れたら点滴を終了し
　ます。抗生剤の点滴のみ継続
　となります。
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